
豊
巨
大
坂
城
天
守
の
復
元
的
研
究

は
じ
め
に

羽
柴
(
豊
臣
)
秀
吉
が
天
正
十
三
年
(
一
五
八
五
)
頃
築
造
し
た
大

坂
城
天
守
は
、
安
土
城
天
主
が
焼
失
し
て
か
ら
わ
ず
か
三
年
後
に
建
て

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
宣
教
師
の
記
艇
に
よ
る
と
、
大
坂
城
は
安
土
城

を
凌
ぐ
城
郭
で
あ
り
、
天
守
も
安
土
城
天
主
を
さ
ら
に
豪
華
に
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
天
守
は
、
慶
長
二
十
年
(
一
六
一
五
)
の
大
坂
夏

の
陣
に
際
し
て
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
が
、
復
元
資
料
と
し
て
、
初
重
の

平
面
規
模
が
分
か
る
「
中
井
家
本
丸
臨
」
お
よ
び
外
観
を
写
生
的
に
描

い
た
「
大
坂
夏
の
陣
図
扉
臨
」
・
「
大
坂
冬
の
陣
図
扉
艇
」
・
「
大
坂
城
図

扉
肢
」
な
ど
が
あ
り
、
詳
細
な
資
料
批
判
を
し
た
上
で
、
復
元
考
察
を

行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
古
川
重
春
応
や
宮
上
茂
隆
陀
な
ど
に
よ
っ
て
復
元
案
が
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佐

大

規

藤

提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
大
坂
夏
の
陣
図
扉
風
」
を

根
拠
に
復
元
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
「
大
坂
冬
の
陣
図
扉
風
」
や
「
大

坂
城
図
扉
風
」
を
用
い
た
復
元
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
、
「
大
坂

夏
の
陣
図
扉
風
」
を
詳
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
建
築
学
的
問
題
点
が

少
な
く
な
い
ば
か
り
か
「
中
井
家
本
丸
図
」
と
の
矛
盾
点
が
見
ら
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
「
大
坂
夏
の
陣
図
扉
風
」
の
問
題
点
を
指
摘
し

た
上
で
、
「
大
坂
冬
の
陣
図
扉
風
」
と
「
大
坂
城
図
扉
風
」
の
資
料
的

価
値
を
考
察
し
、
そ
の
結
果
、
往
時
の
大
坂
城
天
守
の
外
観
を
描
い
た

も
の
と
し
て
最
も
信
頼
の
お
け
る
資
料
と
判
断
し
た
「
大
坂
城
図
扉
風
」

に
基
づ
い
た
復
元
案
を
提
示
す
る
。

一
、
大
坂
城
の
沿
革

秀
吉
が
大
坂
艇
を
築
く
以
前
、
そ
の
地
に
は
石
山
本
願
寺
が
あ
っ
た
。



石
山
本
願
寺
は
、
明
応
五
年
(
一
四
九
六
)
、
本
願
寺
八
世
蓮
如
が
草

庵
を
建
て
た
こ
と
に
始
ま
る
と
さ
れ
て
い
る
。
も
と
は
石
山
御
坊
な
ど

と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
天
文
元
年
(
一
五
三
二
)
、
九
世
証
如
の
時
に

総
本
山
で
あ
っ
た
山
科
本
願
寺
が
六
角
定
頼
の
軍
勢
と
法
華
一
授
の
焼

き
討
ち
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
た
め
、
こ
こ
に
本
山
が
移
さ
れ
石
山
本
願

寺
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
う
。
そ
の
後
、
諸
勢
力
と
の
抗
争

の
な
か
で
堀
や
土
塁
が
築
か
れ
、
証
如
の
頃
に
は
す
で
に
「
摂
州
第
一

の
名
城
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
が
、
正
確
な
規
模
な
ど
は

明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
叫
。
石
山
本
願
寺
に
つ
い
て
は
、
殿
舎
構
成
や

そ
の
平
面
の
復
元
を
行
っ
た
川
上
貢
・
桜
井
敏
雄
・
松
岡
利
郎
氏
な
ど

の
研
究
、
ま
た
石
山
本
願
寺
の
成
立
条
件
を
政
治
や
経
済
か
ら
探
り
、

さ
ら
に
寺
内
町
の
構
成
な
ど
を
論
じ
た
伊
藤
毅
氏
の
研
究
が
あ
る
。

元
亀
元
年
(
一
五
七

O
)
、
織
田
信
長
と
の
聞
に
石
山
合
戦
が
勃
発

し
た
。
石
山
本
願
寺
は
十
年
も
の
間
信
長
の
攻
撃
に
耐
え
た
が
、
天
正

藤
八
年
(
一
五
人

O
)
、
十
一
世
顕
如
は
、
正
親
町
天
皇
の
仲
介
で
信
長

h
u

と
和
議
を
結
び
紀
州
へ
と
移
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
も
顕
如
の
子
教

蹴
如
は
、
し
ば
ら
く
抵
抗
を
続
け
た
が
同
年
八
月
に
は
開
城
し
、
そ
の
時

酬
の
混
乱
で
、
石
山
本
願
寺
は
焼
失
し
て
し
ま
っ
話
。

相
官
信
長
の
没
後
、
秀
吉
は
北
の
庄
で
柴
田
勝
家
を
滅
ぼ
し
、
信
長
の
後

か
継
者
と
し
て
の
地
位
を
固
め
る
。
そ
し
て
大
坂
を
自
ら
の
所
領
と
し
、

駅
こ
こ
を
天
下
統
一
の
拠
点
と
す
る
た
坊
に
築
城
を
開
始
し
た
。
築
城
は

城
天
正
十
年
八
月
か
ら
準
備
が
進
め
ら
料
、
九
月
一
日
に
始
め
ら
れ
た
と

位
考
え
ら
れ
て
い
れ
。
築
城
工
事
は
、
日
々
二
、
三
万
人
、
多
い
と
き
に

は
五
万
人
が
動
員
さ
れ
る
と
い
う
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て

い
お
。
天
正
十
二
年
人
月
八
日
に
は
、
秀
吉
が
大
坂
城
へ
と
移
っ
て
い

る
こ
と
か

ω、
こ
の
頃
に
は
秀
吉
が
執
務
や
生
活
を
す
る
本
丸
御
殿
な

ど
も
完
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
天
守
の
完
成
は
そ
れ
よ
り

後
の
こ
と
で
、
天
正
十
三
年
四
月
に
下
問
頼
簾
が
秀
吉
に
天
守
を
案
内

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
秀
吉
に
よ
る
天
守
案
内
の
最
初
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
岡
本
良
一
氏
は
天
守
の
完
成
が
こ
れ
を
さ
か
の
ぼ
る
あ
ま

(
却
)

り
遠
く
な
い
時
期
と
し
て
い
る
。

こ
の
大
坂
の
地
は
当
時
、
十
年
に
も
わ
た
っ
て
信
長
の
攻
撃
に
耐
え

た
石
山
本
願
寺
が
所
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
堅
固
さ
は
誰
も
が

注
目
し
て
お
り
、
政
治
・
経
済
・
対
外
交
流
・
箪
事
の
要
衝
で
あ
り
城

下
町
の
建
設
に
適
し
た
場
所
で
あ
っ
た
た
め
、
天
下
人
の
城
を
築
く
に

は
最
適
な
場
所
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

大
坂
城
は
、
宣
教
師
の
記
艇
に
も
あ
る
よ
う
に
信
長
が
築
い
た
安
土

城
を
遁
か
に
凌
ぐ
も
の
で
あ
り
、
天
守
や
御
殿
殿
舎
な
ど
建
築
物
の
豪

華
さ
や
石
垣
や
堀
の
壮
大
さ
は
、
か
つ
て
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

秀
吉
の
死
後
、
関
ヶ
原
の
戦
い
で
徳
川
家
康
は
石
田
三
成
を
破
り
そ

の
地
位
を
確
固
た
る
も
の
に
し
た
。
そ
の
後
、
豊
臣
氏
は
一
大
名
に
落

と
さ
れ
、
大
坂
城
は
天
下
人
の
城
か
ら
一
大
名
の
城
と
な
っ
て
し
ま
う
。

慶
長
十
九
年
、
方
広
寺
鐘
銘
文
事
件
を
契
機
に
大
坂
冬
の
陣
、
さ
ら
に

翌
二
十
年
に
は
、
大
坂
夏
の
障
が
勃
発
し
、
大
坂
城
は
陥
落
、
炎
上
し

た
。
豊
臣
家
の
権
力
の
象
徴
で
あ
っ
た
が
、
築
城
か
ら
三
十
年
余
り
で

灰
憧
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

大
坂
の
陣
後
、
大
坂
は
松
平
忠
明
の
所
領
と
な
っ
て
い
る
。
忠
明
は
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城
下
町
の
復
興
に
尽
力
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
大
坂
は
幕
府
の
直
轄

地
と
な
り
、
西
国
の
諸
大
名
を
監
視
す
る
た
め
新
た
に
城
が
築
か
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
城
の
面
積
は
豊
臣
時
代
に
比
べ
る
と
五
分
の
一
ほ
ど

に
縮
小
さ
れ
た
が
、
石
垣
な
ど
の
高
さ
は
そ
れ
を
凌
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。

(
お
)

寛
文
五
年
(
一
六
六
五
)
に
天
守
は
落
雷
に
よ
っ
て
焼
失
し
て
し
ま
う

が
、
将
軍
慶
喜
の
大
坂
城
退
去
の
際
の
混
乱
で
主
要
な
建
物
が
焼
失
す

る
ま
で
、
徳
川
幕
府
の
権
力
の
象
徴
で
あ
っ
た
。

こ
の
後
、
昭
和
四
年
(
一
九
二
九
)
大
阪
市
に
よ
っ
て
天
守
の
復
興

が
開
始
さ
れ
、
昭
和
六
年
に
完
成
し
て
い
る
。
復
興
天
守
は
「
大
坂
夏

の
陣
図
扉
風
」
を
主
な
資
料
と
し
て
設
計
さ
れ
た
が
、
徳
川
時
代
の
天

守
台
に
合
わ
せ
て
造
ら
れ
た
た
め
、
外
観
は
豊
臣
時
代
風
で
あ
る
が
、

規
模
は
徳
川
時
代
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
復
興
天
守
は
、
戦
後

の
天
守
復
興
ブ
l
ム
の
先
駆
け
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

昭
和
二
十
八
年
に
城
跡
が
特
別
史
跡
に
、
ま
た
大
手
門
や
千
貫
櫓
な

ど
十
三
棟
が
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
後
幾
度
か
の

修
理
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
平
成
七
年
(
一
九
九
五
)
か
ら
九
年
に

か
け
て
天
守
を
昭
和
六
年
の
復
興
当
時
の
姿
に
戻
す
工
事
が
行
わ
れ

た。
ま
た
発
掘
調
査
も
行
わ
れ
て
お
り
、
昭
和
三
十
四
年
の
調
査
で
は
、

石
垣
や
堀
が
す
べ
て
徳
川
時
代
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
ま
た
地
下
で
石
垣
を
発
見
す
る
と
い
っ
た
成
果
を
挙
げ

た
。
そ
の
後
、
そ
の
石
垣
が
豊
臣
時
代
の
も
の
と
判
明
し
た
た
め
、
徳

川
大
坂
城
が
豊
巨
大
坂
城
に
盛
土
を
し
て
、
そ
の
上
に
建
て
ら
れ
た
と

(
担
)

い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
昭
和
五
十
九
年
の
発
掘
で

は
、
本
丸
東
面
の
石
垣
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
、
平
成
十
五

年
に
豊
臣
時
代
の
三
の
丸
の
堀
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
堀
は
広
い
箇
所

で
二
十
五
メ
ー
ト
ル
も
の
幅
が
あ
り
、
中
か
ら
は
木
柵
や
櫓
の
部
材
や

金
箔
瓦
等
が
発
掘
さ
れ
る
と
い
う
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
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二
、
「
本
丸
図
」
の
考
察

大
坂
城
の
本
丸
図
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
「
中
井
家
本
丸
図
」
・

「
城
塞
鐸
史
所
収
本
丸
鴎
」
・
「
諸
国
古
城
之
図
所
収
本
丸
臨
」
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
図
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
桜
井
成
広
間
・
宮
上
茂
隆
氏
・
北

(
却
)

垣
総
一
郎
氏
の
研
究
が
あ
る
。

「
城
塞
鐸
史
所
収
本
丸
図
」
は
、
宮
上
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
「
中

井
家
本
丸
図
」
と
比
較
す
る
と
数
度
の
写
し
替
え
を
経
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
北
垣
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
「
諸
国
古
城
之
図
所

収
本
丸
図
」
も
「
城
塞
鐸
史
所
収
本
丸
図
」
と
同
系
統
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
本
稿
の
復
元
に
は
「
中
井
家
本
丸
図
」
を
用
い
る
こ
と
に

し
た
。
こ
こ
で
は
、
従
来
の
研
究
を
も
と
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
丸

図
の
紹
介
を
し
、
「
中
井
家
本
丸
図
」
に
つ
い
て
は
、
制
作
時
期
な
ど

に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
行
う
こ
と
に
し
た
い
。

(
一
)
「
城
塞
鐸
史
所
収
本
丸
図
」

『
城
塞
鐸
史
』
は
四
百
九
十
七
枚
の
城
郭
絵
図
を
集
録
し
た
も
の
で
、

寛
政
年
間
に
旗
野
士
郎
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
山
鹿
流
の

軍
学
書
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
原
本
は
米
軍
の
空
襲
に
よ
っ
て
焼
失
し



て
お
り
、
現
在
残
っ
て
い
る
も
の
は
、
桜
井
成
広
氏
に
よ
っ
て
透
写
、

写
真
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
中
井
家
本
丸
図
」
に
比
べ
る
と
書

き
込
み
が
少
な
く
、
建
物
の
平
面
が
異
な
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
ま

た
建
物
は
黄
色
に
塗
ら
れ
た
部
分
と
無
着
色
の
部
分
が
あ
る
。

立臣大坂城天守の復元的研究 (佐藤)

(二
)
「
諸
国
古
城
之
図
所
収
本
丸
図
」

『諸
国
古
城
之
阿
』
は
昭
和
四
十
八
年
に
広
島
市
立
中
央
図
書
館
浅

野
文
庫
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
成
立
年
代
は
十
八
世
紀
中
期

か
ら
後
期
に
か
け
て
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
広
島
藩
主
の
軍
学
勉
強
用

に
作
成
さ
れ
た
城
郭
絵
図
集
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

石
垣
の
線
は
、
「
中
井
家
本
丸
図
」
に
比
べ
る
と
か
な
り
太
く
描
か

れ
て
お
り
、
石
垣
の
長
さ
や
高
さ
に
つ
い
て
の
書
き
込
み
が
少
な
い
。

ま
た
、

一
部
記
さ
れ
た
数
値
が
異
な
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
石
垣
は

黒、

水
堀
は
紺
、
建
物
は
黄
色
と
淡
緑
色
で
着
色
さ
れ
て
い
る
。
「中

井
家
本
丸
図
」
と
異
な
っ
た
数
値
が
記
さ
れ
た
部
分
が
「
城
塞
緯
史
所

収
本
丸
図
」
と

一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
両
国
は
原
図
を
同
じ
く
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

(
三
)
「
中
井
家
本
丸
図
」

(図
1
)

昭
和
三
十
五
年
に
日
本
城
郭
協
会
に
よ
っ
て
徳
川
幕
府
の
京
都
大
工

顕
で
あ
っ
た
中
井
家
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
「
大
坂
御
城
小
指
図

カ
不
審
ノ
所
々
可
相
改
」
と
書
か
れ
た
袋
に
入
っ
て
い
た
も
の
で
あ

る
。
ほ
ほ
同

一
の
も
の
が
二
枚
あ
り
、
水
堀
の
色
や
御
殿
平
面
な
ど
に

若
干
の
違
い
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
写
本
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
二
枚

の
図
の
石
垣
の
高

さ
や
長
さ
、
建
物

の
名
称
と
い
っ
た

書
き
込
み
が
ほ
と

ん
ど

一
致
す
る
こ

と
か
ら
、
原
因
は

同
じ
と
考
え
ら
れ

て
い
る
が
、
原
図

の
所
在
は
不
明
で

あ
る
。

次
に
、
原
図
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
宮
上
氏
は
、
御

殿
平
面
が
濃
淡
黄
色
に
塗
り
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
こ
れ

は
あ
る
時
期
に
お
い
て
完
成
し
て
い
た
建
物
と
そ
う
で
な
い
建
物
を
表

し
て
い
る
と
考
え
、
表
御
殿
の
ほ
ぼ
全
体
が
濃
黄
色
に
塗
ら
れ
て
い
る

こ
と
、
奥
御
殿
は
遠
侍
や
玄
関
、
台
所
を
含
む

一
画
し
か
濃
黄
色
で
塗

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
秀
吉
の
御
移
徒
の
儀
が
行
わ
れ
た
天
正

十
二
年
八
月
七
日
の
段
階
で
完
成
し
て
い
た
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の

を
表
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
原
図
の
制
作
時
期
を
天
正

十
二
年
以
前
と
し
て
い
る
が
、
後
世
の
城
絵
図
に
お
け
る
建
物
の
色
の

詮
一
り
分
け
は
、
表
と
奥
を
区
別
し
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
く
、
宮
上

氏
の
指
摘
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

《拍匂

ま
た
宮
上
氏
は
、

『中
井
家
系
譜
』
に
、
中
井
正
清
が
大
坂
城
に
忍

び
込
み
本
丸
図
を
手
に
入
れ
た
と
あ
る
こ
と
に
着
目
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
北
垣
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
正
清
と
家
康
と
の
関
係
を
強
調

尺五
間

垣
三

石
幅

④
⑤
 

「中井家本丸図」天守部分

守
問
問

天
一
弐

御
十
十

①
②
③
 
図 1
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す
る
た
め
に
、
正
清
も
し
く
は
後
代
の
人
物
に
よ
る
作
為
で
あ
る
可
能

(
却
)

性
が
高
い
。

と
こ
ろ
で
、
後
述
す
る
よ
う
に
「
大
坂
城
図
扉
風
」
に
よ
る
と
、
天

守
台
北
側
の
武
者
走
部
分
に
は
、
天
守
建
築
に
お
い
て
極
め
て
珍
し
い

付
庇
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
中
井
家
本
丸
図
」
に
お
い
て
、
北

側
の
武
者
走
の
幅
や
北
東
側
に
さ
ら
に
積
み
上
げ
た
石
垣
の
高
さ
を
記

し
て
い
る
の
は
、
こ
の
図
の
制
作
時
に
お
い
て
、
付
庇
が
な
か
っ
た
た

め
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
丸
北
側
に
存
し
た
極
楽
橋
を
欄
干
の
あ

る
通
常
の
橋
と
し
て
描
い
て
い
る
。
「
大
坂
城
図
扉
風
」
に
よ
る
と
極

楽
橋
は
、
櫓
を
載
せ
た
唐
破
風
造
の
廊
下
橋
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
の
廊
下
橋
は
、
『
義
演
准
后
日
記
』
に
よ
る
と
慶
長
五
年
に
豊

国
神
社
に
移
築
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
大
坂
城
図
扉
風
」
に

描
か
れ
て
い
る
景
観
は
、
慶
長
五
年
以
前
と
考
え
ら
れ
、
付
庇
が
設
け

ら
れ
た
正
確
な
年
代
は
分
か
ら
な
い
も
の
の
、
遅
く
と
も
慶
長
五
年
に

は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
中
井
家
本
丸
図
」

の
制
作
年
代
は
、
慶
長
五
年
以
降
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
ず
、
そ
れ
以

前
の
早
い
時
期
、
す
な
わ
ち
天
正
年
間
と
し
て
も
大
過
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。

三
、
扉
風
絵
の
考
察

大
坂
城
天
守
の
外
観
を
知
る
資
料
と
し
て
は
、
「
大
坂
夏
の
陣
図
扉

風
」
・
「
大
坂
冬
の
陣
図
扉
風
」
・
「
大
坂
城
図
扉
風
」
と
い
っ
た
扉
風
絵

が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
古
川
重
春
氏
や
宮
上
茂
隆
氏
な
ど
に
よ
っ
て
大

坂
城
天
守
復
元
案
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
大

坂
夏
の
陣
図
扉
風
」
を
根
拠
に
復
元
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
「
大
坂
冬

の
陣
図
扉
風
」
や
「
大
坂
城
図
扉
風
」
を
用
い
た
復
元
は
ほ
と
ん
ど
な

同
。
し
か
し
、
「
大
坂
夏
の
陣
図
扉
風
」
を
詳
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、

建
築
学
的
問
題
点
が
少
な
く
な
い
こ
と
や
豊
臣
時
代
の
大
坂
城
の
指
図

と
さ
れ
て
い
る
「
中
井
家
本
丸
図
」
と
の
矛
盾
点
が
見
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
「
大
坂
夏
の
陣
図
扉
風
」
の
問
題
点
を
挙
げ
た
上
で
、
「
大

坂
冬
の
陣
図
扉
風
」
と
「
大
坂
城
図
扉
風
」
の
資
料
的
価
値
を
考
察
す

る
こ
と
に
し
た
い
。
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(
一
)
扉
風
絵
の
概
要

「
大
垣
夏
の
陣
図
扉
風
」
(
図
2
)

こ
の
扉
風
は
六
曲
一
双
で
、
大
坂
夏
の
障
に
お
け
る
最
後
の
決
戦
の

様
子
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
黒
田
長
政
が
大
坂
夏
の
陣
後
に
描
か
せ

た
も
の
で
、
遅
く
と
も
長
政
が
亡
く
な
る
元
和
九
年
(
一
六
二
三
)
ま

で
に
は
完
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
大
坂
城
は
、
右
隻
の
左

端
と
左
隻
の
右
端
、
す
な
わ
ち
扉
風
の
中
央
に
描
か
れ
て
い
る
。

天
守
は
五
重
で
入
母
屋
造
の
基
部
を
持
つ
望
楼
型
で
、
南
面
と
西
面

が
描
か
れ
て
い
る
。
屋
根
構
造
は
、
ま
ず
一
重
目
を
南
北
方
向
の
入
母

屋
造
と
し
て
、
二
重
目
は
層
塔
式
(
寄
棟
式
)
に
逓
減
さ
せ
る
。
そ
の

上
の
三
重
目
を
一
重
目
と
同
じ
く
南
北
方
向
の
入
母
屋
造
と
し
て
、
さ

ら
に
そ
の
上
に
四
重
目
と
五
重
目
か
ら
な
る
望
楼
を
載
せ
る
。
ま
た
西

側
に
は
一
重
目
に
千
鳥
破
風
を
二
つ
、
二
重
目
と
四
重
目
に
も
そ
れ
ぞ

れ
千
鳥
破
風
を
一
つ
ず
つ
、
ま
た
五
重
目
に
は
軒
唐
破
風
を
設
け
て
い



る
。
妻
飾
は
す
べ
て
木
連
格
子
と
し
て
、
破
風
板
や
長
押
に
は
金
色
の

金
具
を
打
ち
付
け
て
い
る
。
垂
木
は
、
塗
り
龍
め
ず
黒
漆
塗
と
し
て
い

て
、
外
壁
は
真
壁
造
と
し
て
腰
部
分
を
下
見
板
張
と
し
、
そ
の
上
部
に

窓
を
聞
け
、
戸
は
突
上
戸
で
あ
る
。
最
上
階
の
中
央
間
に
は
金
色
の
舞

良
戸
を
設
け
、
そ
の
両
脇
聞
に
は
金
色
の
鷺
が
描
か
れ
て
い
る
。
最
上

階
の
周
囲
に
は
、
制
高
欄
付
の
廻
縁
が
あ
り
、
そ
の
下
部
の
壁
に
は
虎

が
描
か
れ
て
い
る
。

豊臣大坂城天守の復元的研究 (佐藤)

「
大
坂
冬
の
陣
図
扉
風
」

(図

3
)

こ
の
扉
風
は
六
曲

一
双
で
、
幕
府
の
奥
絵
師
を
勤
め
た
木
挽
町
狩
野

家
に
伝
来
し
た
も
の
で
、
大
坂
冬
の
陣
に
お
け
る
激
戦
の
様
子
を
描
い

て
い
る
。
江
戸
時
代
に
模
写
さ
れ
た
も
の
で
、
原
図
は
現
存
し
な
い
。

大
坂
城
は
、
右
隻
の
左
側
か
ら
左
隻
に
か
け
て
描
か
れ
て
い
て
、

天
守

は
左
隻
の
中
央
上
方
に
配
さ
れ
て
い
る
。

天
守
は
五
重
で
入
母
屋
造
の
基
部
を
持
つ
望
楼
型
で
、
北
面
と
西
面

が
描
か
れ
て
い
る
。
屋
根
構
造
は
、
ま
ず

一
重
目
は
層
塔
式
に
逓
減
さ

「大坂夏の陣図扉風」天守部分
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図3



{泣
)せ

、
二
重
目
を
東
西
方
向
の
入
母
屋
造
と
し
て
い
る
。
三
重
目
は
、
二

重
目
と
棟
の
向
き
を
互
い
違
い
に
し
て
、
南
北
方
向
の
入
母
屋
造
と
し

て
、
さ
ら
に
そ
の
上
の
四
重
目
も
三
重
目
と
棟
の
向
き
を
変
え
た
入
母

《担
)

屋
造
と
し
て
、
そ
の
上
に
五
重
目
を
載
せ
る
。
二
重
自
の
西
側
に
は
唐

破
風
の
出
窓
、
一
重
目
の
北
側
に
は
付
庇
を
設
け
て
い
る
。

外
壁
は
、
各
階
と
も
柱
や
長
押
を
見
せ
る
真
壁
造
と
す
る
。
「
大
坂

冬
の
陣
図
扉
風
」
に
は
、色
指
定
の
書
き
込
み
が
随
所
に
見
ら
れ
る
が
、

四
重
目
の
右
側
に
「
柱
内
コ
シ
板
ス
ミ
ノ
ク
タ
ル
キ
同
」
(
傍
点
、

著
者
)
と
い
う
書
き
込
み
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら、

岡
山
城
や
広
島

城
天
守
と
い
っ
た
後
世
の
天
守
の
よ
う
に
柱
を
隠
す
よ
う
に
下
見
板
を

張
る
大
壁
造
で
は
な
く
、
柱
内
を
腰
板
、
「
墨
ノ
ク
」
(
墨
の
具
)
す
な

わ
ち
柱
問
だ
け
に
薄
黒
い
板
を
張
っ
た
真
壁
造
と
し
て
描
こ
う
と
し
て

い
る
。
ま
た
垂
木
は
、
上
記
の
書
き
込
み
に
「
同
」
と
あ
る
こ
と
か
ら

黒
塗
で
、
塗
り
能
め
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。
委
飾
は
、
す
べ
て

木
連
格
子
で
、
最
上
階
に
は
制
高
欄
付
の
廻
縁
を
設
け
る
。
ま
た
三
階

の
外
壁
下
に
腹
組
の
よ
う
な
も
の
を
描
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
書
き
誤

り
で
あ
ろ
う
。

「
大
坂
城
図
扉
風
」

(図
4
)

こ
の
扉
風
は
、
大
坂
冬
の
陣
以
前
に
描
か
れ
た
も
の
で
、
大
坂
城
天

守
を
撒
い
た
も
の
と
し
て
は
最
も
古
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
当

初
は
六
山

一
双
の
扉
風
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
現
状
は
、
図
柄
が
連
続

し
な
い

二
扇
分
の
残
欠
を
二
幽

一
隻
扉
風
に
仕
立
て
た
も
の
で
、
も
と

は
大
坂
城
と
そ
の
城
下
を
描
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

天
{
寸
の
北
側
の
極
楽
橋
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
に
日
本
建
築
に
は
珍
し

い
望
楼
を
載
せ
た
唐
破
風
造
の
廊
下
橋
を
描
い
て
い
刻
。
『
義
演
准
后

{話
〕

日
記
」
慶
長
五
年
(
一
六
O
O
)
五
月
十
二
日
条
に
よ
る
と
「
大
坂

(城
)

極
楽
橋
」
を
豊
田
明
神
(
豊
田
神
社
)
へ
移
築
し
て
二
階
門
と
し
た
と

あ
る
。
こ
の
二
階
門
は
「
廿
間
」
と
長
大
で
「
巾
間
ノ
二
階
」
が
ほ
か

の
部
分
よ
り
高
か
っ
た
と
言
う
の
で
、
こ
の
堺
風
に
拙
か
れ
て
い
る
よ

う
な
望
楼
を
載
せ
た
唐
破
風
造
の
廊
下
橋
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

〔却
v

た
宣
教
師
の
記
録
に
も
「
(
太
閤
は
)
ま
た
城
の
壌
に
巨
大
な
橋
が
架

40 
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け
ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
既
述
の
政
庁
へ
の
通
路

と
し
、
ま
た
(
橋
に
)
鍍
金
し
た
屋
根
を
設
け
、
橋
の
中
央
に
平
屋
造

り
の
二
基
の
小
櫓
を
突
出
さ
せ
た
。
」
と
あ
り
、
「
大
坂
城
図
扉
風
」
の

(訂
V

描
写
の
正
確
さ
の
証
左
と
な
る
。

天
守
は
、
五
重
で
入
母
屋
造
の
基
部
を
持
つ
望
楼
型
で
、
北
面
と
西

面
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
階
と
二
階
は
北
面
を
除
い
て
同
大
と
し
て
、

二
重
目
を
東
西
方
向
の
入
母
屋
造
と
す
る
。
三
重
目
は
二
重
目
と
棟
の

向
き
を
互
い
違
い
に
し
て
南
北
方
向
の
入
母
屋
造
と
し
て
、
そ
の
上
に

入
母
屋
造
の
四
重
目
を
三
重
目
と
は
棟
の
向
き
を
変
え
て
載
せ
る
。
そ

し
て
そ
の
上
に
五
重
目
を
載
せ
る
。
北
側
に
は
「
大
坂
冬
の
陣
図
扉
風
」

と
同
様
に
付
庇
を
設
け
て
い
る
。
外
壁
は
、
柱
や
長
押
を
見
せ
る
真
壁

造
と
し
て
、
柱
聞
に
は
、
桐
紋
と
菊
紋
(
一
重
日
)
、
牡
丹
唐
草
(
二

重
目
)
、
桐
紋
と
菊
紋
(
一
一
一
重
目
)
、
巴
紋
(
四
重
目
)
、
桐
紋
と
菊
紋
(
五

重
目
)
を
黒
地
に
金
色
で
描
い
て
い
る
。
ま
た
妻
飾
は
、
木
連
格
子
で

は
な
く
、
金
色
の
牡
丹
唐
草
を
描
い
て
い
る
。
最
上
階
に
は
制
高
欄
付

の
廻
縁
を
設
け
、
各
重
の
軒
丸
瓦
は
金
色
に
描
い
て
い
る
。
ま
た
垂
木

は
塗
り
龍
め
ず
黒
色
と
し
て
い
る
。

藤佐内九研的一克晦
(
ニ
)
「
大
坂
夏
の
陣
図
扉
風
」
の
問
題
点

和
ま
ず
、
二
重
目
を
層
塔
式
に
逓
減
さ
せ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
中

板
間
層
に
の
み
層
塔
式
逓
減
を
用
い
た
天
守
は
例
が
な
く
、
本
来
は
同
大

城
で
あ
っ
た
も
の
の
描
き
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。
後
世
の
望
楼
型
天
守
を

恒
見
て
み
る
と
、
岡
山
城
天
守
や
広
島
城
天
守
の
よ
う
に
一
階
と
二
階
を

同
大
と
し
て
二
重
目
を
入
母
屋
造
の
屋
根
と
す
る
も
の
と
、
熊
本
城
天

守
の
よ
う
に
一
重
目
を
入
母
屋
造
の
屋
根
と
し
て
二
階
と
三
階
を
同
大

と
す
る
も
の
が
あ
る
。
「
大
坂
夏
の
陣
図
扉
風
」
に
描
か
れ
た
天
守
は

一
重
目
を
入
母
屋
造
の
屋
根
と
し
て
い
る
の
で
、
仮
に
そ
れ
が
正
し
い

と
し
た
場
合
に
は
、
二
階
と
三
階
も
熊
本
城
天
守
と
同
じ
よ
う
に
同
大

と
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
「
中
井
家
本
丸
図
」
に
よ
る
と
大
坂
城
天
守
の
一
階
平
面
は
、

東
西
十
二
間
に
南
北
十
一
間
で
、
東
西
方
向
が
長
辺
と
な
る
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
。
日
本
建
築
で
は
、
長
辺
を
平
側
と
す
る
の
が
普
通
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
大
坂
城
天
守
で
は
、
東
西
方
向
が
平
、
南
北
方
向
が
妻

と
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
の
扉
風
に
描
か
れ
た
天
守
で
は
そ
れ
が
逆

に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
一
重
目
の
入
母
屋
造
の
大
棟
が
二
重
目
の
屋
根
の
下
に
納
ま
る

形
状
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
一
階
平
面
の
妻
側
は
十
一
間
と
長
大
で
、

こ
こ
に
入
母
屋
破
風
を
設
け
る
と
、
破
風
の
上
部
は
二
重
目
の
屋
根
を

(
担
)

突
き
抜
け
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
を
二
重
自
の
屋
根
の
下
に
納
め
よ
う

と
す
る
と
、
実
際
に
は
二
階
の
壁
面
が
二
倍
の
階
高
に
な
っ
て
し
ま
い
、

天
守
の
造
形
と
し
て
成
り
立
た
な
い
。
す
な
わ
ち
作
図
上
の
ご
ま
か
し

が
あ
っ
て
、
文
字
通
り
の
絵
空
事
と
言
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
大
坂
夏
の
陣
図
扉
風
」
に
描
か
れ
た
天
守
は
、

全
体
の
趣
き
は
と
も
か
く
、
天
守
の
構
造
形
式
に
つ
い
て
は
信
頼
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
扉
風
は
、
大
坂
夏
の
障
に
よ
っ
て
天
守
が
焼

失
し
た
後
に
描
か
れ
た
も
の
で
、
絵
師
の
推
測
や
伝
聞
な
ど
に
よ
っ
て

描
か
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
前
述
の
よ
う
な
看
過
で
き
な
い
問
題
点
が

あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
て
み
て
も
、
大
坂
城
天
守
の
姿
を
正
確
に
描
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い
て
い
る
可
能
性
は
な
い
と
言
え
る
。

(
三
)
「
大
坂
冬
の
陣
図
扉
風
」
と
「
大
坂
城
図
扉
風
」
の
比
較

「
大
坂
冬
の
陣
図
扉
風
」
と
「
大
坂
城
図
扉
風
」
に
描
か
れ
た
天
守
は
、

と
も
に
二
重
目
を
東
西
方
向
の
入
母
屋
造
、
そ
の
上
の
三
重
目
を
南
北

方
向
の
入
母
屋
造
と
し
て
い
る
。
ま
た
一
重
目
の
北
側
に
は
、
天
守
建

(
却
}

築
に
は
珍
し
い
付
庇
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
基
本
的
構
造
は
一
致
し
て

い
る
と
言
え
る
。

そ
の
一
方
で
、
相
違
点
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
「
大
坂
冬

の
陣
図
扉
風
」
で
は
付
庇
と
一
階
の
地
盤
高
が
同
じ
に
な
っ
て
い
る
の

に
対
し
、
「
大
坂
城
図
扉
風
」
で
は
付
庇
の
土
台
の
線
を
一
階
の
隅
か

ら
斜
め
に
下
げ
て
引
い
て
い
る
。
「
中
井
家
本
丸
図
」
に
よ
る
と
、
こ

の
付
庇
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
武
者
走
は
、
天
守
本
体
か

{
胡
)

ら
五
尺
下
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
「
大
坂
城
図
扉
風
」
で
は
、

付
庇
と
一
階
の
地
盤
高
が
違
う
と
い
う
こ
と
を
付
庇
の
土
台
の
線
を
斜

め
に
引
く
こ
と
で
表
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
大
坂
冬
の
陣
図
扉

風
」
で
一
重
目
を
層
塔
式
に
逓
減
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
望
楼

型
天
守
は
例
が
な
い
こ
と
か
ら
、
「
大
坂
冬
の
陣
図
扉
風
」
が
誤
っ
て

い
る
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
大
坂
冬
の
陣
図
扉
風
」
の
天
守
は
「
大

坂
城
図
扉
風
」
の
天
守
を
直
接
ま
た
は
間
接
に
模
倣
し
て
描
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
大
坂
城
図
扉
風
」
は
、
「
大
坂
夏
の
陣
図
扉
風
」
・

「
大
坂
冬
の
陣
図
扉
風
」
よ
り
も
制
作
年
代
が
古
く
、
現
在
知
ら
れ
て

い
る
大
坂
城
を
描
い
た
扉
風
絵
の
中
で
最
も
早
い
時
期
に
制
作
さ
れ
た

も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ま
で
大
坂
城
天
守
を
復
元
す
る
際
の
一
級
資
料
と
さ
れ
て
き
た

「
大
坂
夏
の
陣
図
扉
風
」
は
、
信
頼
性
が
乏
し
い
こ
と
を
明
ら
か
と
し
た
。

そ
れ
に
対
し
「
大
坂
城
図
扉
風
」
の
天
守
は
、
構
造
的
な
問
題
が
な
く
、

北
面
の
付
庇
と
い
う
天
守
と
し
て
は
極
め
て
特
異
な
点
を
描
い
て
い
る

こ
と
、
「
中
井
家
本
丸
図
」
と
そ
の
点
に
お
い
て
完
全
に
一
致
す
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
実
際
の
天
守
を
正
し
く
描
写
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
「
大
坂
城
図
扉
風
」
を
復
元
の
基
本

資
料
と
す
る
。
「
大
坂
冬
の
陣
図
扉
風
」
に
つ
い
て
は
、
「
大
坂
城
図
扉

風
」
に
類
似
し
、
写
し
崩
れ
の
多
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

参
考
に
は
な
ら
な
い
。
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四
、
復
元
考
察

本
稿
で
は
、
「
大
坂
城
図
扉
風
」
、
「
中
井
家
本
丸
図
」
お
よ
び
文
献

史
純
を
も
と
に
し
て
、
大
坂
城
天
守
立
面
復
元
案
を
提
示
す
る
。
な
お
、

天
守
内
部
の
部
屋
割
な
ど
に
つ
い
て
は
資
料
が
全
く
な
く
、
判
然
と
し

な
い
の
で
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

(
こ
宮
上
復
元
案
の
問
題
点

先
述
し
た
よ
う
に
宮
上
氏
が
主
要
な
復
元
資
料
と
し
た
「
大
坂
夏
の

陣
図
扉
風
」
に
つ
い
て
資
料
批
判
を
行
っ
た
結
果
、
こ
の
扉
風
絵
は
大

坂
城
天
守
焼
失
後
に
描
か
れ
た
も
の
で
、
天
守
も
絵
師
の
推
測
や
伝
聞

に
よ
っ
て
描
か
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
い
た
。
し
た



が
っ
て
宮
上
氏
の
復
元
案
は
、
そ
の
資
料
的
根
拠
を
失
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
は
そ
れ
に
付
け
加
え
て
、
建
築
的
問
題
点
な
ど
を
指
摘
し
て
お

く
。
な
お
古
川
氏
の
復
元
案
は
、
現
存
天
守
台
が
徳
川
時
代
の
も
の
と

判
明
し
て
お
ら
ず
、
な
お
か
つ
「
中
井
家
本
丸
図
」
も
発
見
さ
れ
る
以

前
に
作
ら
れ
た
た
め
、
徳
川
時
代
の
天
守
台
の
上
に
秀
吉
時
代
の
天
守

を
復
元
す
る
と
い
う
基
本
的
な
誤
り
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は

取
り
上
げ
な
い
。

ま
ず
、
宮
上
案
で
は
、
二
重
目
の
屋
根
を
層
塔
型
天
守
の
よ
う
に
寄

棟
式
に
納
め
て
い
る
が
、
中
間
層
に
層
塔
式
逓
減
を
用
い
た
望
楼
型
天

守
は
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
例
が
な
い
。
ま
た
二
重
目
の
屋
根
の
問
降

棟
が
、
三
階
の
外
壁
面
の
角
と
一
致
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
二
階
と
一
一
一

階
で
東
西
と
南
北
の
逓
減
の
幅
が
異
な
る
た
め
で
あ
る
。
慶
長
十
六
年

(
二
ハ
一
一
)
築
造
の
松
江
城
天
守
の
三
重
日
の
屋
根
に
同
様
の
例
が

あ
る
が
、
そ
の
上
の
最
上
階
の
廻
縁
の
縁
下
に
当
た
り
、
当
該
廻
縁
が

・
藤
室
内
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
意
匠
的
に
天
守
本
体
の
外
壁

れ
に
は
相
当
し
な
い
も
の
な
の
で
、
寄
棟
式
の
類
例
と
し
て
同
等
に
は
扱

耐
え
な
吋
。
ま
た
一
重
目
の
屋
根
を
比
翼
入
母
屋
造
と
し
て
い
る
が
、
こ

的
れ
は
「
大
坂
夏
の
陣
図
扉
風
」
の
描
写
と
異
な
っ
て
い
る
。
す
で
に
述

一冗但
べ
た
よ
う
に
、
一
重
目
に
入
母
屋
造
の
屋
根
を
設
け
よ
う
と
す
る
と
、

午
破
風
頂
部
が
二
重
目
の
屋
根
を
突
き
抜
け
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
高
さ
の

版
低
い
比
翼
入
母
屋
造
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
自
ら
正
確
と
判
断
し
た

域
資
料
を
無
視
し
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
軒
裏
を
白
漆
喰
の
塗
龍
と
し

盟
て
い
る
点
も
同
様
に
扉
風
の
描
写
と
異
な
っ
て
い
る
。

(
ニ
)
天
守
台

「
中
井
家
本
丸
図
」
に
よ
る
と
大
坂
城
の
天
守
台
は
、
本
丸
上
段
石

垣
天
端
よ
り
北
東
側
で
幅
三
聞
の
武
者
走
を
控
え
、
高
さ
五
尺
の
石
垣

を
さ
ら
に
積
み
上
げ
て
お
り
、
東
西
十
二
聞
に
南
北
十
一
間
で
、
南
辺

が
北
辺
よ
り
長
い
台
形
で
あ
る
。

「
中
井
家
本
丸
図
」
に
よ
る
と
、
天
守
台
の
南
辺
の
西
寄
り
と
西
辺

の
南
寄
り
部
分
は
、
朱
色
で
親
が
引
か
れ
て
い
日
。
「
中
井
家
本
丸
図
」

お
い
て
朱
色
の
線
は
、
他
の
箇
所
に
お
け
る
墨
線
と
朱
線
の
区
別
か
ら

す
る
と
塀
を
表
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。
し
か
し
、
天
守
の
南
西
隅

の
一
部
分
に
の
み
塀
が
廻
ら
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
が
た
い
。
姫
路
城

天
守
は
、
北
側
と
西
側
の
一
部
の
み
低
い
石
垣
上
に
建
ち
、
北
西
隅
の

石
垣
を
欠
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
天
守
穴
蔵
の
外
壁
が
露
呈
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
大
坂
城
天
守
に
お
い
て
も
姫
路
城
天
守
と
同
様
に

低
い
石
垣
上
に
建
っ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
本
稿
の
復

元
案
で
は
西
南
隅
が
低
い
石
垣
上
に
建
っ
て
い
た
と
し
て
お
く
。
石
垣

の
高
さ
は
、
北
東
側
で
積
み
上
げ
ら
れ
た
石
垣
に
準
拠
し
て
五
尺
と
し

て
お
く
。
当
該
部
分
の
高
石
垣
を
欠
く
こ
と
で
、
穴
蔵
内
の
採
光
に
配

慮
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
お
。

ま
た
現
存
す
る
安
土
城
の
天
主
台
を
見
て
み
る
と
、
東
南
側
に
穴
蔵

の
入
口
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
後
世
の
天
守
に
お
い
て
、
犬

山
城
天
守
や
姫
路
城
天
守
、
名
古
屋
城
天
守
な
ど
穴
蔵
を
持
つ
天
守
は
、

一
般
的
に
天
守
台
に
穴
蔵
へ
の
入
口
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
坂
城

に
お
い
て
も
天
守
台
に
穴
蔵
へ
の
入
口
が
あ
っ
た
は
ず
で
、
「
中
井
家

本
丸
図
」
に
お
け
る
天
守
台
の
朱
親
の
部
分
が
そ
れ
に
当
た
る
も
の
と
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考
え
ら
れ
る
。

(
三
)
階
数

結
論
を
先
に
示
す
な
ら
、
大
坂
城
天
守
は
地
上
七
階
地
下
二
階
の
九

階
建
て
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
坂
城
天
守
の
階
数
に
つ
い
て
は
、

七
階
と
す
る
『
天
正
記
』
、
八
階
と
す
る
『
兼
見
卿
記
』
・
『
フ
ロ
イ
ス

日
本
史
』
・
「
吉
川
経
安
の
消
息
」
、
九
階
と
す
る
「
大
友
宗
麟
の
書
簡
」
・

『
土
佐
物
語
』
な
ど
諸
説
が
あ
討
。

「
大
友
宗
麟
の
書
簡
」
に
「
一
階
ノ
下
ハ
皆
御
蔵
ニ
両
候
(
中
略
)

蔵
上
下
ニ
ア
リ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
地
下
は
二
階
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
「
中
井
家
本
丸
図
」
に
よ
っ
て
復
元
さ
れ
る
天
守
台
は
、
す
で
に

宮
上
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
本
丸
地
表
面
か
ら
の
高
さ
が
四
間

(
六
尺
五
寸
で
換
算
し
て
二
十
六
尺
)
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

そ
の
高
さ
か
ら
す
る
と
、
地
下
は
二
階
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
地

下
二
階
の
類
例
に
は
犬
山
城
天
守
が
あ
る
。

「
大
坂
城
図
扉
風
」
に
よ
る
と
天
守
は
外
観
五
重
と
推
察
さ
れ
る
が
、

岡
山
城
天
守
や
松
江
城
天
守
な
ど
五
重
や
四
重
の
望
楼
型
天
守
の
例
か

ら
す
る
と
、
三
重
目
の
入
母
屋
破
風
内
に
は
屋
根
裏
階
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
最
上
階
に
は
廻
縁
が
あ
り
、
『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』

な
ど
に
よ
る
と
そ
れ
は
外
に
出
ら
れ
る
も
の
と
言
う
。
そ
の
た
め
最
上

階
室
内
の
床
高
を
上
げ
、
廻
縁
と
ほ
と
ん
ど
同
高
に
す
る
た
め
に
、
四

重
目
の
屋
根
内
に
も
屋
根
裏
階
(
六
階
)
が
必
然
的
に
で
き
る
こ
と
に

な
る
。
最
上
階
に
外
に
出
ら
れ
る
廻
縁
を
持
つ
高
知
城
天
守
の
例
か
ら

す
る
と
、
そ
の
屋
根
裏
階
の
階
高
は
か
な
り
低
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
に
記
さ
れ
て
い
る
、
天
守
に
登
り
降
り
す
る
際

に
、
低
い
桁
で
頭
を
打
た
ぬ
よ
う
に
と
あ
る
数
箇
所
の
一
っ
と
考
え
ら

れ
問
、
「
大
坂
城
図
扉
風
」
に
お
い
て
四
重
目
の
屋
根
の
上
に
少
し
だ
け

見
え
て
い
る
壁
面
が
、
こ
れ
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
大
坂
城
天
守
の
階
数
は
、
地
上
が
二
つ
の
屋
根
裏
階
を
合
わ
せ
て

五
重
七
階
と
な
り
、
地
下
の
二
階
を
含
め
る
と
全
部
で
九
階
建
て
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
八
階
と
記
し
た
史
料
は
、
六
階
が
狭
い
屋
根
裏
階
で

あ
っ
て
階
高
も
低
か
っ
た
の
で
階
数
に
数
え
な
か
っ
た
可
能
性
が
指
摘

で
き
る
。
ま
た
七
階
と
す
る
『
天
正
記
」
は
、
地
下
の
二
階
分
を
数
え

ず
、
地
上
の
階
だ
け
を
記
し
た
と
考
え
ら
れ
、
各
史
料
間
に
お
け
る
矛

盾
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
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(
四
)
平
面
と
屋
根
形
式

「
中
井
家
本
丸
図
」
に
よ
っ
て
、
一
階
平
面
は
東
西
十
二
聞
に
南
北

十
一
間
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
北
側
の
幅
三
間
の
武
者

走
部
分
に
は
、
「
大
坂
城
図
扉
風
」
か
ら
城
郭
建
築
に
は
珍
し
い
付
庇

の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
東
南
問
に
は
付
櫓
が
接
続
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
、
『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
」
に
よ
れ
ば
こ
こ
に
入
口
が
あ
っ

(
回
)

た
と
推
察
さ
れ
る
。
天
守
本
体
で
は
な
く
付
櫓
に
正
式
な
入
口
が
あ
る

天
守
の
例
と
し
て
は
、
岡
山
城
や
彦
根
城
、
松
江
域
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
大
坂
城
図
扉
風
」
に
よ
る
と
二
階
平
面
は
、
一
階
と
同
大
な
の
で
、

二
階
も
東
西
十
二
聞
に
南
北
十
一
間
と
考
え
ら
れ
る
。
一
階
と
二
階
が

同
大
で
あ
る
五
重
の
天
守
は
一
般
的
で
あ
っ
て
、
岡
山
城
天
守
や
広
島

城
天
守
・
姫
路
城
天
守
・
名
古
屋
城
天
守
な
ど
が
あ
る
。



屋
根
は
「
大
坂
城
図
扉
風
」
か
ら
一
重
目
が
腰
屋
根
、
二
重
目
が
棟

の
向
き
を
東
西
方
向
に
す
る
入
母
屋
造
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
上
の
三
重

日
の
屋
根
は
、
棟
の
向
き
を

E
い
違
い
に
し
て
南
北
方
向
の
入
母
屋
造

と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
四
重
目
の
屋
根
は
、
棟
を
東
西
方
向
に
し
た
入

母
屋
造
、
ま
た
五
重
目
(
最
上
重
)
は
棟
を
南
北
方
向
に
し
た
入
母
屋

造
と
考
え
ら
れ
る
。
四
重
目
を
入
母
屋
造
と
す
る
五
重
の
天
守
は
例
が

な
く
、
千
鳥
破
風
の
描
き
誤
り
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
入
母
屋
造
と
し

て
も
構
造
上
に
問
題
は
な
い
の
で
、
本
稿
の
復
元
案
で
は
資
科
に
準
拠

し
て
入
母
屋
造
と
し
て
お
い
た
。
最
上
重
に
つ
い
て
は
、
後
世
の
天
守

が
望
楼
型
や
層
塔
型
と
い
っ
た
天
守
の
形
式
や
建
築
年
代
の
新
旧
に
関

係
な
く
入
母
屋
造
と
し
て
い
る
の
で
、
当
然
に
入
母
屋
造
で
あ
っ
た
と

断
定
で
き
る
。

三
階
平
面
の
規
模
を
知
る
資
料
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
後
世
の
天

守
な
ど
を
参
考
に
し
て
推
察
す
る
し
か
な
い
。
三
階
平
面
は
、
そ
の
上

藤
に
架
か
る
入
母
屋
造
の
棟
の
向
き
が
南
北
方
向
な
の
で
、
了
二
階
と

れ
け
は
逆
に
南
北
が
長
辺
と
な
る
。
望
楼
型
天
守
に
お
い
て
入
母
屋
造
の
屋

慨
根
は
不
整
形
な
平
面
に
見
切
り
を
つ
け
、
そ
の
上
に
載
る
階
を
正
方
形

加
に
近
づ
け
る
た
め
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
階
平
面

復
の
長
辺
と
短
辺
の
差
が
一
間
で
あ
る
の
で
、
三
階
平
面
に
お
い
て
そ
の

亭
差
が
そ
れ
以
上
に
広
が
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、

阪
三
階
平
面
の
規
模
は
、
東
西
九
聞
に
南
北
十
問
、
東
西
八
聞
に
南
北
九

域
問
、
東
西
七
聞
に
南
北
八
聞
な
ど
い
く
つ
か
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

盟
ま
ず
、
東
西
七
聞
に
南
北
八
開
と
す
る
と
、
二
階
か
ら
の
逓
減
が
東

西
で
五
問
、
南
北
で
四
間
と
な
り
、
急
に
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
い
見
映

え
が
い
い
と
は
言
い
が
た
い
。
ま
た
南
北
を
四
間
も
逓
減
さ
せ
る
と
、

二
重
目
屋
根
が
少
な
く
と
も
一
間
半
も
勾
配
に
よ
っ
て
登
っ
て
く
る
の

で
、
三
階
の
大
部
分
が
二
重
目
の
屋
根
に
埋
没
し
て
し
ま
う
た
め
、
採

光
や
防
備
の
面
で
実
現
し
が
た
い
。
次
に
東
西
九
間
に
南
北
十
聞
と
す

る
と
、
東
西
側
の
三
重
目
の
軒
先
が
二
重
目
の
入
母
屋
造
屋
根
の
掛
巴

に
接
す
る
ほ
ど
に
な
っ
て
し
ま
い
、
天
守
の
造
形
上
、
首
肯
し
が
た
い
。

し
た
が
っ
て
三
階
平
面
は
、
東
西
八
聞
に
南
北
九
間
と
す
る
の
が
妥
当

と
考
え
ら
れ
る
。
東
西
人
間
に
南
北
九
間
と
す
る
と
三
重
目
の
軒
先
が

二
重
目
の
入
母
屋
造
屋
根
の
降
棟
に
接
す
る
ほ
ど
に
な
り
、
上
の
重
か

ら
の
雨
水
が
流
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
姫
路
城
天
守
二

重
目
の
入
母
屋
造
屋
根
の
例
に
し
た
が
っ
て
、
降
棟
を
内
側
に
置
き
、

な
お
か
つ
途
中
で
終
わ
ら
せ
て
お
い
た
。

次
に
四
階
は
、
安
土
城
・
岡
山
城
・
松
江
域
な
ど
の
例
か
ら
し
て
、

二
重
目
大
入
母
屋
屋
根
と
三
重
目
の
入
母
屋
屋
根
と
の
屋
根
裏
階
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
上
の
五
階
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
四
重
目
が
棟

を
東
西
方
向
に
し
た
入
母
屋
造
の
屋
根
で
あ
る
た
め
、
東
西
が
長
辺
、

南
北
が
短
辺
と
な
る
。
三
重
日
屋
根
内
に
五
階
が
埋
没
し
て
し
ま
わ
な

い
よ
う
に
考
慮
す
る
と
、
東
西
六
聞
に
南
北
五
間
と
考
え
ら
れ
る
。

最
上
階
(
七
階
)
の
規
模
は
、
岡
山
城
や
広
島
城
な
ど
関
ケ
原
以
前

の
天
守
の
例
か
ら
し
て
、
三
間
四
方
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
安
土

城
天
主
も
『
信
長
公
記
』
に
よ
る
と
三
間
四
方
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

大
坂
城
天
守
も
そ
の
規
模
を
踏
襲
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
最

上
階
の
下
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
屋
根
裏
階
(
六
階
)
が
で
き
る
。

規
模
は
最
上
階
と
同
様
に
三
間
四
方
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
最
上
階
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に
は
、
「
大
坂
城
図
扉
風
」
と
宣
教
師
の
記
鈍
か
ら
高
欄
付
の
廻
縁
が

あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

屋
根
茸
材
は
「
大
坂
城
図
扉
風
」
や
宣
教
師
の
記
録
か
ら
瓦
茸
で
、

瓦
当
に
金
箔
を
押
し
た
金
箔
瓦
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
軒
先

は
「
大
坂
城
図
扉
風
」
で
黒
色
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
塗
龍
と
は
せ
ず

に
黒
漆
塗
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
五
)
外
壁
・
窓

「
大
坂
城
図
扉
風
」
に
よ
る
と
大
坂
城
天
守
の
外
壁
は
す
べ
て
の
階
で

柱
や
長
押
な
ど
の
木
部
を
見
せ
る
真
壁
造
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
「
大
坂
城
図
扉
風
」
で
は
一
階
外
壁
に
桐
紋
と
菊
紋
、
二
階
に

牡
丹
唐
草
、
三
階
に
桐
紋
と
菊
紋
、
五
階
に
巴
紋
、
六
階
に
牡
丹
唐
草
、

そ
し
て
最
上
階
に
桐
紋
と
菊
紋
を
描
く
。
さ
ら
に
二
重
目
・
三
重
日
・

四
重
目
・
五
重
目
の
入
母
屋
破
風
の
妻
飾
部
分
に
は
牡
丹
唐
草
を
描
い

て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
秀
吉
が
醍
醐
寺
に
建
立
し
た
三
宝
院
唐
門
は
、
扉
に
巨

大
な
桐
紋
と
菊
紋
の
浮
き
彫
り
を
取
り
付
け
て
い
る
。
ま
た
宣
教
師
の

記
録
に
、
「
羽
目
板
に
は
種
々
の
彫
刻
が
あ
り
、
鍍
金
さ
れ
た
板
の
巨

(
臼
}

大
な
量
で
照
り
輝
い
て
い
る
。
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
は
天
守

に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
大
坂
域
内
に
は
羽
目
板
す
な
わ

ち
壁
板
に
彫
刻
を
施
し
た
建
物
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
「
大
坂
城
図
扉
風
」
に
描
か
れ
た
桐
紋
・
菊
紋
・
牡
丹
唐
草

な
ど
の
飾
り
は
、
壁
画
で
は
な
く
、
彫
刻
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

黒
漆
塗
を
し
た
厚
い
板
を
柱
聞
に
翫
め
、
そ
こ
に
金
箔
を
押
し
た
彫
刻

が
施
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
お
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
入
母
屋

破
風
の
妻
飾
は
、
後
世
の
天
守
に
見
ら
れ
る
木
連
格
子
や
塗
龍
と
す
る

の
で
は
な
く
、
寺
社
建
築
の
よ
う
な
二
重
虹
梁
大
瓶
束
式
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
宝
厳
寺
唐
門
な
ど
の
例
か
ら
し
て
虹
梁
や
大
瓶

束
の
聞
に
も
牡
丹
唐
草
の
彫
刻
が
充
満
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
窓
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
「
大
坂
城
図
扉
風
」
に
お
い
て
柱

聞
は
す
べ
て
彫
刻
を
描
い
て
い
て
、
窓
は
全
く
描
か
れ
て
い
な
い
が
、

「
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
に
「
そ
し
て
途
中
で
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
戸
や

(
時
)

窓
を
自
分
の
手
で
聞
い
て
行
っ
た
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
窓
は

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
慶
長
十
三
年
の
姫
路
城
天
守
、
同
十
七
年
の
名

古
屋
城
天
守
は
半
間
幅
の
格
子
窓
を
一
対
に
し
て
並
べ
て
土
戸
を
引
戸

と
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
よ
り
年
代
の
古
い
慶
長
二
年
の
岡
山
城
天

守
や
同
三
年
の
広
島
城
天
守
な
ど
で
は
一
間
幅
の
格
子
窓
と
し
、
戸
は

突
上
戸
で
あ
る
の
で
、
大
坂
城
も
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

最
上
階
に
は
、
「
大
坂
城
図
扉
風
」
で
は
、
絵
が
剥
落
し
て
い
る
た

め
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
な
ど
の
史

料
に
よ
り
廻
縁
に
出
る
た
め
の
戸
口
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
「
大

坂
城
図
扉
風
」
の
天
守
を
模
倣
し
た
と
考
え
ら
れ
る
「
大
坂
冬
の
陣
図

扉
風
」
は
、
戸
口
そ
の
も
の
が
略
さ
れ
て
描
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
本

稿
で
は
、
と
り
あ
え
ず
「
大
坂
夏
の
陣
図
扉
風
」
に
し
た
が
っ
て
、
舞

良
戸
と
し
て
お
く
が
、
諸
折
桟
唐
戸
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
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(
六
)
破
風
・
妻
飾

後
世
の
天
守
を
見
て
み
る
と
、
破
風
の
妻
飾
は
、
木
連
格
子
・
塗
龍
・
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虹
梁
家
扶
首
式
な
ど
が
あ
る
。
「
大
坂
城
図
扉
風
」
に
よ
る
と
各
重
の

入
母
屋
破
風
の
妻
飾
に
は
牡
丹
唐
草
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
大
坂
城

天
守
の
妥
飾
は
後
世
の
天
守
に
多
用
さ
れ
た
木
連
格
子
や
塗
龍
で
は
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
彫
刻
の
み
を
充
填
し
た
妻
飾
は
小

規
模
な
社
寺
を
除
い
て
実
例
が
な
い
の
で
、
描
写
上
の
省
略
や
変
形
が

あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
彫
刻
の
描
写
か
ら
木
連
格
子
や
塗
龍
で
は

な
い
と
す
る
と
、
虹
梁
家
奴
首
式
や
虹
梁
基
股
式
や
虹
梁
大
瓶
束
式
な

ど
を
主
構
造
と
し
、
そ
の
隙
間
に
彫
刻
を
充
填
し
て
い
た
も
の
と
想
定

さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
泉
穴
師
神
社
本
殿
(
慶
長
七
年
、
泉
大
津
市
)
・
片
埜

神
社
本
殿
(
慶
長
七
年
、
枚
方
市
)
・
積
川
神
社
本
殿
(
慶
長
八
年
、

岸
和
田
市
)
・
与
梓
神
社
本
殿
(
慶
長
十
二
年
、
昭
和
五
十
年
焼
失
、

京
都
市
)
・
兵
主
神
社
本
殿
(
慶
長
年
問
、
岸
和
田
市
)
は
い
ず
れ
も

豊
臣
秀
頼
に
よ
っ
て
慶
長
年
間
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
妻
飾

藤
は
す
べ
て
二
重
虹
梁
大
瓶
束
式
と
な
っ
て
い
る
。
大
坂
城
天
守
も
同
様

。
に
虹
梁
大
瓶
束
式
で
あ
っ
た
と
想
定
し
た
場
合
、
「
大
坂
城
図
扉
風
」

概
と
は
相
違
す
る
が
、
虹
梁
大
瓶
束
の
隙
聞
は
彫
刻
が
充
填
さ
れ
て
い
た

淵
と
す
れ
ば
、
彫
刻
の
描
写
だ
け
で
手
狭
と
な
っ
て
し
ま
い
虹
梁
大
瓶
束

唱
の
描
写
を
省
略
し
た
も
の
と
し
て
も
大
過
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
規
模

守
の
大
き
な
二
重
目
は
二
重
虹
梁
大
瓶
束
式
、
や
や
小
さ
い
三
重
日
は
虹

版
梁
大
瓶
束
式
と
考
え
ら
れ
る
。
小
さ
な
四
重
目
と
五
重
目
は
、
「
大
坂

城
城
図
扉
風
」
の
描
写
に
と
り
あ
え
ず
準
拠
し
て
彫
刻
を
充
満
さ
せ
て
お

臣
い
た
。
ま
た
、
「
大
坂
城
図
扉
風
」
か
ら
入
母
屋
破
風
に
は
、
縁
を
金

血
且

色
で
か
た
ど
っ
た
懸
魚
と
破
風
板
の
飾
り
金
具
が
復
元
さ
れ
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
り
、
大
坂
城
天
守
は
図
5
・
6
の
よ
う
に
復
元
さ

れ
る
。

玉
、
屋
根
形
式
に
つ
い
て
の
考
察

復
元
図
で
示
し
た
よ
う
に
、
大
坂
城
天
守
は
、
一
重
目
が
腰
屋
根
、

二
重
目
が
棟
を
東
西
方
向
に
し
た
入
母
屋
造
の
屋
根
、
三
重
目
が
棟
の

向
き
を
南
北
方
向
に
変
え
た
入
母
屋
造
の
屋
根
、
さ
ら
に
四
重
日
は
棟

の
向
き
を
東
西
方
向
に
し
た
入
母
屋
造
の
屋
根
、
そ
し
て
最
上
重
は
棟

の
向
き
を
南
北
に
し
た
入
母
屋
造
の
屋
根
と
い
う
よ
う
に
、
二
重
目
か

ら
最
上
重
は
、
棟
の
向
き
を
互
い
違
い
に
し
た
入
母
屋
造
が
積
み
重

な
っ
た
形
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

後
世
の
天
守
を
見
て
み
る
と
、
岡
山
城
天
守
、
萩
城
天
守
、
松
江
城

天
守
な
ど
の
よ
う
に
二
重
目
屋
根
上
に
巨
大
な
入
母
屋
造
の
出
窓
を
設

け
た
例
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
大
坂
城
天
守
に
お
け
る
三
重
目
の
入
母

屋
造
の
屋
根
を
や
や
小
振
り
に
し
て
出
窓
に
変
え
た
だ
け
で
、
外
観
の

印
象
は
二
重
日
と
三
重
目
の
入
母
屋
造
の
屋
根
を
積
み
重
ね
た
大
坂
城

天
守
と
同
様
と
言
え
る
。
さ
ら
に
五
重
層
塔
型
天
守
で
あ
っ
た
会
津
若

松
城
の
二
重
目
の
入
母
屋
造
の
出
窓
、
三
重
望
楼
型
天
守
で
あ
る
彦
根

城
天
守
の
一
重
目
平
側
屋
根
上
の
入
母
屋
破
風
、
高
島
域
天
守
の
一
重

日
屋
根
上
の
入
母
屋
造
の
出
窓
、
三
重
層
塔
型
天
守
で
あ
る
和
歌
山
城

天
守
一
重
目
屋
根
上
の
入
母
屋
造
の
出
窓
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ

ち
大
坂
城
天
守
の
入
母
屋
造
を
互
い
違
い
に
積
み
重
ね
る
と
い
う
形
式

は
、
出
窓
に
形
を
変
え
て
後
世
の
天
守
に
幅
広
く
踏
襲
さ
れ
た
と
考
え
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ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
入
母
屋
造
の
屋
根
を
棟
の
向
き
を
変
え
て
積
み
重
ね
る

と
、
四
方
に
入
母
屋
破
風
を
見
せ
る
こ
と
に
な
り
、
千
鳥
破
風
と
い
っ

た
飾
り
破
風
を
設
け
な
く
て
も
装
飾
性
に
富
ん
だ
外
観
を
造
り
出
す
こ

と
が
で
き
る
。
現
に
「
大
坂
城
図
扉
風
」
に
は
一
つ
も
千
鳥
破
風
が
描

か
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
岡
山
城
天
守
や
松
江
城
天
守
の
よ
う
な
年
代
の

古
い
天
守
に
も
千
鳥
破
風
は
全
く
な
い
。
た
だ
し
、
入
母
屋
造
屋
根
を

積
み
重
ね
る
こ
と
は
、
構
造
上
に
問
題
が
な
い
と
は
い
え
、
一
階
の
不

整
形
な
平
面
を
見
切
る
た
め
に
は
一
重
目
か
二
重
目
だ
け
に
応
用
す
れ

ば
よ
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
い
く
つ
も
積
み
重
ね
る
必
要
は
な
い
。
ま
た

屋
根
を
入
母
屋
造
と
す
る
と
屋
根
裏
階
が
で
き
や
す
く
な
っ
て
し
ま

い
、
そ
の
た
め
岡
山
城
や
萩
城
な
ど
後
世
の
天
守
で
は
入
母
屋
造
の
屋

根
を
入
母
屋
破
風
付
の
出
窓
に
変
え
た
と
推
察
さ
れ
る
。

な
お
三
重
目
を
寄
棟
式
に
納
め
る
広
島
城
天
守
に
お
い
て
も
、
三
重

目
の
四
方
に
設
け
ら
れ
た
巨
大
な
千
鳥
破
風
は
入
母
屋
造
の
屋
根
を
千

鳥
破
風
に
置
き
換
え
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
大
坂
城
天
守
の
影

響
を
受
け
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

六
、
大
坂
城
天
守
の
特
色

本
稿
で
は
、
秀
吉
が
築
い
た
大
坂
城
天
守
に
つ
い
て
、
主
要
な
先
行

研
究
で
あ
る
宮
上
氏
の
復
元
案
の
問
題
点
を
挙
げ
、
復
元
資
料
と
の
矛

盾
点
や
建
築
学
的
問
題
点
な
ど
を
指
摘
し
て
お
い
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
大
坂
城
図
扉
風
」
が
復
元
資
料

と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
を
主
要
な
資
料
と
し
て
復
元
考
察
を

行
っ
た
。

本
稿
で
復
元
し
た
大
坂
城
天
守
は
、
「
大
坂
城
図
扉
風
」
を
主
な
復

元
資
料
と
し
た
初
め
て
の
も
の
で
あ
る
。
本
稿
の
ま
と
め
と
し
て
そ
の

概
要
を
以
下
に
簡
略
に
述
べ
て
お
く
。
外
観
五
重
で
内
部
は
地
上
七
階

地
下
二
階
で
、
一
階
と
二
階
を
同
大
と
し
て
、
二
重
目
の
屋
根
を
入
母

屋
造
と
す
る
。
そ
の
上
の
三
重
目
は
棟
の
向
き
を
二
重
目
と
は
互
い
違

い
に
し
た
入
母
屋
造
で
、
そ
の
上
に
ま
た
棟
の
向
き
を
変
え
た
入
母
屋

造
の
四
重
目
が
載
る
。
五
重
目
(
最
上
重
)
は
ま
た
棟
の
向
き
を
変
え

た
入
母
屋
造
で
、
一
重
目
を
除
く
各
重
で
棟
の
向
き
を
互
い
違
い
に
し

た
入
母
屋
造
が
積
み
重
な
る
構
造
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
天
守
に

多
用
さ
れ
た
千
鳥
破
風
は
、
大
坂
城
に
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
天
守
の
北
側
に
は
、
城
郭
建
築
で
は
極
め
て
珍
し
い
付
庇

の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
す
べ
て
の
階
が
柱
を
見
せ
る
真
壁
造
で
、

そ
の
柱
聞
に
板
を
落
込
ん
だ
板
壁
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
板
壁

に
は
、
金
色
で
塗
ら
れ
た
彫
刻
が
鼠
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
入
母
屋
造
の
屋
根
を
積
み
重
ね
た
外
観
は
、
岡
山
城
や
萩
域
と

い
っ
た
後
世
の
天
守
に
お
い
て
、
入
母
屋
造
の
出
窓
に
形
を
変
え
て
受

け
継
が
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
広
島
城
天
守
で
は
入
母
屋
破
風

を
千
鳥
破
風
に
置
き
換
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
千
鳥
破
風
が
天
守
に

多
用
さ
れ
る
遠
因
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
秀
吉
が
大
坂

城
天
守
を
築
く
に
際
し
て
規
範
と
し
た
と
思
わ
れ
る
安
土
城
天
主
も
入

母
屋
造
の
屋
根
を
積
み
重
ね
て
い
た
と
推
察
さ
れ
、
大
坂
城
天
守
は
、

そ
の
形
式
を
受
け
継
い
で
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
坂
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域
天
守
は
、
天
守
の
屋
根
形
式
の
発
展
経
過
を
考
察
す
る
上
で
原
初
的

な
事
例
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
板
壁
の
真
壁
造
と
し
て
い
る
の
は
、

天
守
が
格
式
の
高
い
建
物
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
後
、
秀
吉
が
築
い
た
来
楽
第
や
肥
前
名
護
屋
城
、
お
よ
び
傘
下
の
大

名
の
天
守
で
あ
る
岡
山
城
や
広
島
城
は
、
土
壁
の
大
壁
造
と
し
て
、
明

ら
か
に
格
を
落
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
頃
に
は
天
守
が
建
物
と

し
て
書
院
造
建
築
の
格
式
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
そ
れ
で
も
束
楽
第
・
肥
前
名
護
屋
城
・
岡
山
城
・
広
島
域
の
最
上

階
は
、
真
壁
造
と
な
っ
て
お
り
、
大
坂
城
の
形
式
を
受
け
継
い
で
い
た

と
考
え
ら
れ
、
大
坂
城
は
先
行
す
る
安
土
城
天
主
や
後
世
の
天
守
と
の

関
連
を
考
察
す
る
上
で
、
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。

註
(
1
)

『
日
本
年
報
』
一
五
八
五
年
十
月
一
日
付
、
長
崎
発
、
パ

l
ド
レ
・
ル
イ

.
0

ス
・
フ
ロ
イ
ス
よ
り
イ
エ
ズ
ス
会
総
会
長
に
贈
り
し
書
翰
の
数
節
(
村
上

勧
直
次
郎
訳
、
柳
谷
武
夫
編
『
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
年
報
』
上
・
下
、
雄
松
堂
書

E

底
、
昭
和
四
十
四
年
、
以
下
、
本
稿
で
は
本
書
を
用
い
た
)

所
『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
豊
臣
秀
吉
一
編
第
四
章
(
第
二
部
六
十
六
章
)
、
大

的
坂
城
と
新
市
街
の
建
設
に
つ
い
て
(
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳
『
フ
ロ
イ

一冗復
ス
日
本
史
』
四
・
五
五
畿
内
編
E
-
E
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
十
三
年
、

間
以
下
、
本
稿
で
は
本
書
を
用
い
た
)

天
『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
豊
臣
秀
吉
一
編
第
八
章
(
第
二
部
七
十
四
章
)
、
関

械
白
の
権
力
、
な
ら
び
に
彼
が
大
坂
城
で
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

大

(
2
)

中
井
正
知
氏
蔵
、
『
大
坂
城
」
(
日
本
名
城
集
成
、
小
学
館
、
昭
和

盟

六

十

年

)

所

収

(
3
)

大
阪
城
天
守
閣
蔵
、
『
大
坂
城
」
(
日
本
名
城
集
成
、
小
学
館
、
昭
和

六
十
年
)
所
収

(
4
)

東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
「
大
坂
城
』
(
日
本
名
城
集
成
、
小
学
館
、
昭

和
六
十
年
)
所
収

(
5
)

大
阪
城
天
守
閣
蔵
、
『
大
坂
城
』
(
日
本
名
城
集
成
、
小
学
館
、
昭
和

六
十
年
)
所
収

(6)

古
川
重
春
『
錦
城
復
興
記
」
(
ナ
ニ
ワ
書
院
、
昭
和
六
年
)
、
『
日
本

城
郭
考
」
(
巧
入
社
書
応
、
昭
和
十
一
年
)

(
7
)

宮
上
茂
隆
「
豊
臣
秀
吉
築
造
大
坂
城
の
復
原
的
研
究
」
(
『
建
築
史
研

究
』
三
十
七
号
、
昭
和
四
十
二
年
)
、
『
大
坂
城
』
(
日
本
名
城
集
成
、

小
学
館
、
昭
和
六
十
年
)

(
8
)

大
坂
城
天
守
は
、
秀
吉
築
造
の
ほ
か
に
、
徳
川
氏
が
築
造
し
た
も
の

と
昭
和
に
復
興
し
た
も
の
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
主
と
し
て
秀
吉
築
造

の
天
守
を
取
り
扱
う
の
で
、
こ
れ
を
大
坂
城
天
守
と
記
し
、
他
の
二
つ

を
徳
川
大
坂
城
天
守
、
復
興
大
阪
城
天
守
閣
と
記
す
こ
と
に
す
る
。

(9)

『
足
利
季
世
記
」
(
『
改
定
史
籍
集
覧
」
第
十
三
冊
別
記
類
第
二
、

近
藤
活
版
所
、
明
治
三
十
五
年
所
収
)

(
叩
)
『
信
長
公
記
』
巻
十
三
「
抑
も
大
坂
は
凡
そ
日
本
一
の
境
地
也
。
(
中

略
)
加
賀
国
よ
り
減
作
を
召
寄
、
方
八
町
に
相
構
。
」
と
あ
り
、
『
宇
野

主
水
日
記
』
天
正
十
三
年
五
月
三
日
条
「
秀
吉
自
身
ニ
御
出
有
テ
縄
打

ヲ
サ
セ
ラ
ル
冶
也
、
中
島
天
満
宮
ノ
会
所
ヲ
限
リ
テ
、
東
ノ
河
際
マ
テ

七
丁
、
北
ヘ
五
町
也
。
屋
敷
入
次
第
ニ
、
長
柄
ノ
橋
ニ
テ
可
被
仰
渡
云
々
。

先
以
当
分
ハ
七
町
ト
五
町
也
。
元
ノ
大
坂
ノ
寺
内
ヨ
リ
モ
殊
ノ
外
広
ナ

リ
。
」
と
あ
る
な
ど
一
通
り
で
は
な
い
。

(
日
)
川
上
貢
『
日
本
中
世
住
宅
の
研
究
』
(
墨
水
書
房
、
昭
和
四
十
二
年
)

(
ロ
)
桜
井
敏
雄
「
浄
土
真
宗
寺
院
本
堂
の
成
立
過
程
」
(
上
)
(
下
)
(
『
仏

教
芸
術
』
一

O
二・一

O
四
号
、
昭
和
五
十
年
)

(
日
)
松
岡
利
郎
「
大
坂
城
の
歴
史
と
構
造
」
(
名
著
出
版
、
昭
和
六
十
三
年
)

(H)

伊
藤
毅
「
摂
津
石
山
本
願
寺
寺
内
町
の
構
成
」
(
『
建
築
史
学
』
第
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三
号
、
昭
和
五
十
九
年
)

(
日
)
『
信
長
公
記
』
巻
十
三
、
天
正
八
年
八
月
二
日
条
(
奥
野
高
広
・
岩

沢
忠
彦
校
注
『
信
長
公
記
』
角
川
書
庖
、
昭
和
四
十
四
年
)

(
凶
)
「
石
本
己
雄
氏
所
蔵
文
書
」
(
『
大
日
本
史
料
』
第
十
一
一
編
之
五
、
史

料
編
纂
所
、
昭
和
九
年
所
収
)

普
請
石
持
付
而
旋

石
持
事
書
付
難
在
之
、
と
り
次
第
た
る
べ
し
、

但
、
ょ
せ
候
て
、
奉
行
を
付
置
候
、
石
ハ
取
閑
敷
事
、

一
宿
事
在
々
を
取
候
は
¥
石
の
と
り
場
遠
候
係
、
其
石
場
に
野
陣
を

は
り
候
鉄
、
又
ハ
大
坂
ニ
宿
在
之
衆
は
、
面
々
宿
よ
り
被
出
候
共
、
其

身
覚
悟
次
第
た
る
へ
し
事
、

一
い
し
も
ち
候
て
蹄
候
者
は
、
か
た
よ
り
候
て
可
通
、
大
石
お
も
き
石

ニ
は
か
ろ
き
石
か
た
よ
る
へ
き
事
、

一
け
ん
く
わ
口
論
於
在
之
者
、
曲
事
た
る
へ
し
、

但
、
一
方
有
堪
忍
、
筑
前
守
ニ
於
被
言
上
者
、
雑
言
仕
候
者
、
く
せ
と

た
る
へ
き
事
、

一
下
々
者
百
姓
に
た
い
し
、
不
謂
族
申
懸
候
は
¥
其
者
可
為
曲
事
候

係
、
右
伴
者
可
有
成
敗
慮
、
あ
は
れ
み
を
い
た
し
、
用
捨
於
在
者
、
科

人
之
事
は
不
及
申
、
其
主
人
ま
て
可
為
越
度
事
、

右
保
々
定
置
所
知
件
、

天

正

十

一

年

八

月

廿

八

日

筑

前

守

(

花

押

)

前
野
将
右
衛
門
尉
殿

「
河
路
佐
浦
太
氏
所
蔵
文
書
」
(
同
)

諸
職
人
之
事
、
御
免
除
以
御
目
録
仰
出
候
、
於
大
坂
御
普
請
御
用
可
被

仰
付
候
係
、
可
其
心
得
候
、
向
後
別
之
役
儀
不
可
在
之
候
、
恐
々
謹
一
吉
日
、

浅
野
禰
兵
衛
尉

長
吉

八
月
七
日

近
江
圏

諸
職
人
中

(η)
『
兼
見
卿
記
』
天
正
十
四
年
九
月
一
日
条
(
『
大
日
本
史
料
』
第
十
一

編
之
五
、
史
料
編
纂
所
、
昭
和
九
年
所
収
)

自
今
日
大
坂
普
請
之
由
了
、
河
内
路
罷
通
、
里
々
山
々
、
石
ヲ
取
人

足
奉
行
人
等
数
千
人
不
知
数

(
時
)
『
日
本
年
報
」
一
五
人
四
年
一
月
二
日
(
天
正
十
二
年
十
一
月
三
十
日
)

付
、
パ

l
ド
レ
・
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
よ
り
イ
エ
ズ
ス
会
総
会
長
に
贈

り
た
る
も
の

而
し
て
最
初
は
二
、
三
万
人
を
も
っ
て
工
事
を
始
め
た
が
、
竣
功
を
急

ぐ
の
で
、
遠
方
の
諸
侯
に
、
自
ら
来
る
か
、
ま
た
己
に
代
わ
っ
て
そ
の

子
を
し
て
家
臣
を
引
率
し
て
建
築
に
従
事
せ
し
む
る
こ
と
を
命
じ
た
。

(
同
地
よ
り
来
た
者
の
一
言
ふ
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
)
今
は
月
々
工
事
に
従

事
す
る
者
は
五
万
人
に
近
い
。
ま
た
他
の
諸
国
の
領
主
達
に
は
、
そ
の

城
の
周
回
に
大
な
る
邸
宅
を
建
築
す
る
こ
と
を
命
じ
た
た
め
、
一
人

の
パ

l
ド
レ
が
同
地
よ
り
通
信
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
諸
人
皆
彼
を

喜
ば
せ
ん
と
欲
し
て
少
し
も
彼
の
命
令
に
背
か
ず
、
約
四
十
日
の
閲
に

七
千
の
家
が
建
っ
た
。

(
川
口
)
『
顕
如
上
人
貝
塚
御
座
所
日
記
」
天
正
十
二
年
八
月
八
日
条
(
『
石
山

本
願
寺
日
記
」
下
巻
、
清
文
堂
、
昭
和
四
十
一
年
所
収
)

一
人
目
、
大
坂
新
造
へ
筑
州
移
徒
云
々

(
却
)
岡
本
良
一
「
大
坂
城
」
(
岩
波
書
底
、
昭
和
四
十
五
年
)

(
幻
)
「
柴
田
退
治
記
』
(
『
続
群
書
類
従
」
第
武
拾
輯
下
、
続
群
書
類
従
完

成
会
、
大
正
十
二
年
所
収
)

彼
地
五
畿
内
中
央
而
、
東
大
和
、
西
摂
津
、
南
和
泉
、
北
山
城
、
四
方

庚
大
而
中
跨
然
山
岳
也
、
廻
麓
大
河
淀
川
之
末
大
和
川
流
合
、
其
水
即

入
海
、
大
船
小
舟
日
々
着
岸
事
、
不
知
幾
千
万
般
、
平
安
城
十
余
理
、

南
方
平
陸
而
天
王
寺
、
住
吉
、
堺
津
三
塁
余
、
皆
建
綾
町
庖
屋
辻
小
路
、
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豊臣大坂城天守の復元的研究(佐藤)

為
大
坂
山
下
也
、
以
五
畿
内
為
外
措

(
勾
)
註

(
1
)
参
照

(
お
)
徳
川
大
坂
城
天
守
に
つ
い
て
は
、
松
岡
利
郎
氏
の
復
元
案
が
あ
る
。

ま
た
近
年
、
松
島
悠
氏
に
よ
っ
て
新
た
な
復
元
案
(
『
よ
み
が
え
る
名

古
屋
城
』
、
学
習
研
究
社
、
平
成
十
八
年
)
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

(
担
)
宮
上
氏
論
文
註

(7)
参
照

(
お
)
戦
災
焼
失
し
た
が
、
桜
井
成
広
氏
に
よ
っ
て
写
真
提
影
、
お
よ
び
透

写
し
た
も
の
が
残
る
。

(
お
)
広
島
市
立
中
央
図
書
館
蔵
、
浅
野
文
庫

(
幻
)
桜
井
成
広
『
豊
臣
秀
吉
の
居
城
』
大
阪
城
編
(
日
本
城
郭
資
料
館
出

版
会
、
昭
和
四
十
五
年
)

(
お
)
北
垣
恕
一
郎
「
豊
臣
時
代
大
坂
城
「
本
丸
図
」
と
「
真
田
丸
」
に
つ
い
て
」

(
『
大
坂
城
の
諸
研
究
』
日
本
城
郭
叢
書
8
、
名
著
出
版
、
昭
和
五
十
七
年
)

所
収

(
却
)
城
戸
久
解
題
『
中
井
家
系
譜
』
中
井
正
清
条

一
、
同
年
大
和
守
御
隠
密
ニ
而
大
坂
城
中
江
被
遺
絵
図
等
相
確
認
申

候

(
却
)
北
垣
氏
論
文
註
(
お
)
参
照

(
泊
)
「
大
坂
冬
の
陣
図
扉
風
」
を
も
と
に
復
元
し
た
も
の
に
は
、
鷺
原
正

義
案
(
三
浦
正
幸
『
城
の
鑑
賞
基
礎
知
識
』
、
至
文
堂
、
平
成
七
年
所
収
)

が
あ
る
。

(
担
)
望
楼
型
天
守
で
、
初
重
に
層
塔
式
逓
減
を
用
い
た
例
は
な
い
。
こ
れ

は
後
述
す
る
が
、
粉
本
か
ら
写
し
た
際
の
描
き
誤
り
で
、
一
階
と
二
階

は
同
大
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
お
)
こ
の
よ
う
に
四
つ
の
入
母
屋
造
を
積
み
重
ね
た
天
守
は
、
実
例
が
知

ら
れ
て
い
な
い
が
、
構
造
上
は
何
の
問
題
も
な
い
。

(
出
)
平
成
十
八
年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
発
見
さ
れ
た
、
豊
臣
時
代
の
大
坂

城
を
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
扉
風
に
も
唐
破
風
造
の
廊
下
橋
が
描
か
れ

て
い
る
。
こ
の
扉
風
に
つ
い
て
は
、
高
橋
隆
博
編
「
新
発
見
豊
臣
期

大
坂
図
扉
風
』
(
清
文
堂
、
平
成
二
十
二
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
お
)
『
義
演
准
后
日
記
』
慶
長
五
年
五
月
十
二
日
条
(
『
義
演
准
后
日
記
』

第
二
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭
和
五
十
九
年
)

次
豊
図
明
神
ノ
鳥
井
ノ
西
ニ
、
廿
問
斗
ノ
二
階
門
建
立
、
大
坂
極
楽
橋

ヲ
被
引
了
、
二
階
ノ
垂
木
少
々
出
来
了
、
中
間
ノ
二
階
ハ
猶
自
余
ヨ
リ

モ
高
キ
也
、
柱
以
下
悉
蒔
給
也
、
下
ノ
重
囲
柱
悉
黒
漆
也
、
組
物
彩
色
也
、

結
構
篤
日

(
お
)
一
五
九
六
年
十
二
月
二
十
八
日
付
、
長
崎
発
信
、
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ

ス
師
の
年
報
補
選
(
松
田
毅
一
監
訳
『
十
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日

本
報
告
集
』
第
I
期
第
二
巻
、
同
朋
品
一
口
出
版
、
昭
和
六
十
二
年
)
所
収

(
釘
)
な
お
こ
の
唐
破
風
造
の
部
分
は
、
そ
の
後
豊
国
神
社
か
ら
竹
生
島
宝

厳
寺
に
移
築
さ
れ
た
国
宝
の
唐
門
(
極
楽
門
)
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

詳
し
く
は
、
紙
幅
の
都
合
上
別
稿
に
譲
る
。

(
お
)
古
川
案
や
そ
れ
を
も
と
に
し
た
復
興
大
阪
城
天
守
閣
の
屋
根
の
よ
う

に
な
る
。

(
ぬ
)
類
例
は
備
後
福
山
城
天
守
と
熊
本
城
小
天
守
し
か
な
い
。

(
ぬ
)
「
中
井
家
本
丸
図
」
に
よ
る
と
北
東
側
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
石
垣
に

つ
い
て
は
、
「
石
垣
五
尺
」
と
い
う
書
き
込
み
が
あ
る
。

(
但
)
「
大
坂
冬
の
陣
図
扉
風
」
の
ほ
か
に
も
「
京
・
大
坂
図
扉
風
」
(
大
阪

歴
史
博
物
館
蔵
)
に
描
か
れ
た
大
坂
城
天
守
は
、
色
彩
を
除
け
ば
屋
根

形
式
な
ど
ほ
と
ん
ど
同
じ
も
の
で
、
「
大
坂
城
図
扉
風
」
を
模
倣
し
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

(
必
)
九
州
の
戦
国
大
名
で
あ
る
大
友
宗
麟
が
大
坂
城
を
訪
れ
た
際
に
見
聞

し
た
こ
と
を
家
臣
に
送
っ
た
書
簡
に
記
し
て
い
る
。
ま
た
ル
イ
ス
・
フ

ロ
イ
ス
も
同
様
に
大
坂
城
を
訪
れ
た
際
の
記
録
を
残
し
て
い
る
。
こ
の

ほ
か
に
、
天
守
の
階
数
の
み
を
記
し
た
史
料
(
詳
し
く
は
後
述
)
が
い

く
つ
か
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
坂
城
天
守
に
つ
い
て
詳
細
に
記
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し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
内
部
の
様
子
や
階
数
な
ど
を
推
測
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

(
必
)
高
知
城
の
三
重
目
の
屋
根
も
同
様
で
あ
る
。
な
お
姫
路
城
天
守
の
最

上
階
も
松
江
城
天
守
と
同
様
に
廻
縁
を
取
り
込
ん
だ
形
式
で
あ
る
。
し

か
し
、
松
江
城
で
は
入
側
の
外
側
に
手
摺
を
設
け
、
さ
ら
に
そ
の
外
側

に
板
戸
を
建
て
、
こ
の
入
側
部
分
が
か
つ
て
は
廻
縁
で
あ
っ
た
こ
と
を

如
実
に
示
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
姫
路
城
で
は
一
・
二
階
平
面
な
ど

と
同
様
の
入
側
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
姫
路
城
天
守
の
四

重
目
の
屋
根
は
、
振
隅
に
す
る
こ
と
で
、
強
引
に
最
上
階
の
隅
に
納
め

て
い
る
。

(
必
)
二
枚
の
「
中
井
家
本
丸
図
」
の
う
ち
一
方
は
、
南
辺
の
み
を
朱
線
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
朱
線
が
低
い
石
垣
を

表
し
て
い
る
場
合
、
南
辺
の
み
に
石
垣
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ

う
す
る
と
西
南
隅
が
納
ま
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
図
で
は
、
書
き
写
す
際
に
誤
っ
て
西
辺
を
朱
線
に
す
る
の
を
忘
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
必
)
宮
上
氏
は
こ
の
朱
線
が
木
部
を
表
し
て
い
る
と
考
え
、
当
該
部
分
の

み
天
守
の
木
部
が
直
接
本
丸
地
表
面
に
建
っ
て
い
た
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

(
必
)
こ
の
石
垣
の
高
さ
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
原
図
か
ら
書
写
し
た

際
に
写
し
忘
れ
た
か
、
も
と
か
ら
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
と
考
え

ら
れ
る
。
「
中
井
家
本
丸
図
」
で
は
、
す
べ
て
の
石
垣
の
高
さ
が
記
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

(
幻
)
『
天
正
記
』
天
正
十
六
年
九
月
十
一
日
条
(
『
毛
利
史
料
集
』
第
二
期

戦
国
史
料
叢
書
九
、
人
物
往
来
社
、
昭
和
四
十
一
年
所
収
)

此
時
、
天
守
を
見
せ
参
ら
せ
ら
れ
候
。
関
白
様
御
案
内
成
さ
れ
候
。
(
中

略
)
金
の
問
、
銭
の
問
、
御
宝
物
の
問
、
御
小
袖
の
問
、
御
武
具
の
問
、

以
上
七
重
也
。
(
傍
点
著
者
、
以
下
同
じ
)

『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
大
坂
城
と
新
市
街
の
建
設
に
つ
い
て

人
層
か
ら
な
り
、
(
最
)
上
層
に
は
そ
れ
を
外
か
ら
取
り
囲
む
廻
廊
が

あ
る
。

『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
」
副
管
区
長
が
大
坂
に
関
白
を
訪
れ
た
時
の
歓
待

と
恩
恵
に
つ
い
て

こ
の
よ
う
に
し
て
我
ら
を
第
八
階
ま
で
伴
っ
た
。

『
兼
見
卿
記
』
天
正
十
五
年
二
月
条

相
国
仰
せ
て
日
く
、
殿
主
を
見
せ
ら
る
べ
き
の
仰
せ
也
。
各
々
座
を
起

つ
、
表
の
口
を
聞
き
各
々
門
に
入
る
、
八
重
ば
か
り
か

「
吉
川
経
安
消
息
」
(
『
大
阪
市
史
』
第
一
、
大
阪
市
参
事
会
、
大
正
二

年
所
収
)

大
天
守
は
八
重
に
て
候
、
言
語
に
及
ば
ざ
る
事
に
候

『
大
友
史
料
』
第
弐
号
(
金
洋
堂
書
庖
、
昭
和
十
三
年
)

天
主
、
重
々
之
様
子
、
是
又
、
一
言
説
に
も
及
ま
し
く
候
、
書
戴
な
と
ハ
、

隙
を
明
候
、
橋
敷
以
上
九
ツ
、
奇
特
神
愛
不
思
議
と
の
申
事
候
、
三
園

無
隻
と
も
可
申
候
哉

『
土
佐
物
語
』
巻
第
十
四
(
国
史
研
究
会
、
大
正
三
年
)

天
守
を
見
せ
ら
る
べ
し
と
て
、
先
立
ち
給
へ
ば
、
元
親
御
跡
に
庖
従
し

て
禁
上
れ
ば
、
九
層
高
く
笠
え
、
天
に
近
く
雁
門
を
立
て
、
是
程
こ
そ

あ
り
け
め

(
必
)
官
上
氏
論
文
註

(
7
)
参
照

(
必
)
『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
」
豊
臣
秀
吉
編
第
九
章
(
第
二
部
七
十
五
章
)
、

副
管
区
長
が
大
坂
に
関
白
を
訪
れ
た
時
の
歓
待
と
恩
恵
に
つ
い
て

彼
は
城
内
(
天
守
)
で
登
り
降
り
す
る
際
に
は
、
低
い
桁
が
あ
る
数
箇

所
を
通
過
す
る
に
あ
た
っ
て
足
を
留
め
、
お
の
お
の
が
上
の
桁
で
頭
を

打
た
ぬ
よ
う
注
意
し
て
、
通
る
よ
う
に
と
警
告
し
た
。

(
印
)
「
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
」
豊
臣
秀
吉
編
第
九
章
(
第
二
部
七
十
五
章
)
、

副
管
区
長
が
大
坂
に
関
白
を
訪
れ
た
時
の
歓
待
と
恩
恵
に
つ
い
て
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域
と
副
塁
の
閑
を
遇
っ
て
連
れ
て
行
く
よ
う
に
と
命
じ
、
我
ら
は
塔
(
天

守
)
の
下
に
赴
い
た
。
そ
こ
に
は
鉄
板
で
覆
っ
た
一
つ
の
小
さ
い
隠
し

門
が
あ
り
、
(
後
略
)

(
日
)
『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
豊
臣
秀
吉
一
編
第
九
章
(
第
二
部
七
十
五
章
)
、

副
管
区
長
が
大
坂
に
関
白
を
訪
れ
た
時
の
歓
待
と
恩
恵
に
つ
い
て

最
終
階
に
は
周
囲
に
突
出
し
た
外
廊
が
つ
い
て
い
た
。

(
臼
)
三
宝
院
唐
門
の
桟
唐
戸
は
漆
塗
で
あ
る
が
、
平
成
二
十
一
年
に
行
わ

れ
た
修
理
工
事
の
結
果
、
菊
紋
・
桐
紋
の
彫
刻
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い

る
桟
唐
戸
の
綿
板
部
分
は
、
彫
刻
の
裏
側
に
隠
れ
る
部
分
に
お
い
て
意

図
的
に
漆
を
塗
り
残
し
て
お
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
漆
の
塗
り

直
し
は
認
め
ら
れ
ず
、
慶
長
四
年
の
建
立
当
初
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
菊
紋
・
桐
紋
の
彫
刻
は
、
慶
長
四
年
当
初
か
ら
の
も
の

と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
詳
し
く
は
、
浅
井
健
一
「
国
宝
三

宝
院
唐
門
の
修
理
と
垣
間
見
た
建
築
事
情
」
(
『
建
築
史
学
』
第
五
十
四

号
、
建
築
史
学
会
、
平
成
二
十
二
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
臼
)
一
五
九
六
年
十
二
月
二
十
八
日
付
、
長
崎
発
信
、
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ

ス
師
の
年
報
補
選

(
日
)
『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
に
お
い
て
、
松
永
久
秀
の
多
閉
山
城
を
訪
れ

た
際
の
記
録
に
「
柱
の
中
央
に
は
同
じ
種
類
の
非
常
に
大
き
い
苔
薮
(
の

彫
刻
)
が
あ
り
ま
し
た
。
」
と
あ
り
、
苔
夜
は
牡
丹
の
見
誤
り
で
あ
ろ

う
が
、
大
坂
城
天
守
と
同
様
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

(
日
)
『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
豊
臣
秀
吉
一
編
第
九
章
(
第
二
部
七
十
五
章
)
、

副
管
区
長
が
大
坂
に
関
白
を
訪
れ
た
時
の
歓
待
と
思
恵
に
つ
い
て

(
国
)
詳
細
な
検
討
は
紙
幅
の
都
合
上
別
稿
に
譲
る
が
、
『
信
長
公
記
』
の

記
述
内
容
か
ら
復
元
さ
れ
る
織
田
信
長
築
造
の
安
土
城
天
主
は
、
二
重

目
と
三
重
目
が
入
母
屋
造
の
屋
根
で
、
棟
の
向
き
を
互
い
違
い
と
し
て

い
た
可
能
性
が
あ
る
。
大
坂
城
天
守
は
、
天
正
十
年
に
安
土
城
天
主
が

焼
失
し
て
か
ら
約
三
年
後
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
安
土
城
天
主

の
構
造
や
外
観
を
模
倣
し
て
い
た
可
能
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
な
お
、
天
守
の
屋
根
形
式
の
発
展
に
つ
い
て
は
、
藤
岡
通
夫
氏
(
藤

岡
通
夫
『
日
本
の
城
』
、
至
文
堂
、
昭
和
四
十
一
年
)
・
松
岡
利
郎
氏
(
松

岡
利
郎
「
徳
川
幕
府
の
大
坂
城
天
守
再
考
」
『
大
坂
城
と
城
下
町
』
、
思

文
閑
出
版
、
平
成
十
二
年
)
の
研
究
が
あ
る
が
、
安
土
城
や
大
坂
城
と

い
っ
た
初
期
の
天
守
が
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
十
分
な
も
の
と
は
言
い
が

た
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
詳
し
く
は
、
別
稿
で
改
め
て
述
べ
る
こ

と
に
し
た
い
。

(
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
)
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